
流域治水対策内容
（白川）



流域における対策内容

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策内容
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■調整池の位置

○大雨時における下流域浸水被害防止として、高遊原台地からの排水を貯留・流量調整を行うこ
とにより、浸水被害を軽減する

西原村役場

西原中学校

▲下新所地区調整池

▲緑ヶ丘地区調整池

▲着工前

【調整池の整備状況】

万徳地区調整池

緑ヶ丘地区調整池

下新所地区調整池

▲万徳地区調整池

万徳地区調整池

山西小学校

緑ヶ丘地区調整池

下新所地区調整池

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■調整池整備による下流域への排水調整【西原村の事例】
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○地下水の涵養対策、節水対策及び雨水の流出抑制による水害軽減を図るため、雨水浸透ますの
設置を推進

○地下水の保全及び水資源の有効利用の促進を目的に、住居等への雨水貯留タンクの設置を推進

■御船町での設置事例

（雨水浸透ます） （雨水貯留タンク）

▲雨水浸透ます設置工事

▲雨水浸透ます設置完了

▲貯留タンクを設置、検査へ

▲住居の２階に貯留タンクを設置

■嘉島町、大津町、菊陽町、甲佐町、益城町
での補助額等
○雨水浸透ます
・1基あたり10,000円または設置費のいずれか少な
い額（４基上限） ／嘉島町、甲佐町
・1基あたり10,000円（４基上限） ／大津町
・1基あたり16,000円（４基上限） ／菊陽町
・１基当たりの設置費の２分の１又は10,000円のい
ずれか少ない額（100円未満は切り捨て）

／益城町
○雨水貯留タンク
（容量200L以上）
・１基あたり設置費の全額、上限35,000円

／嘉島町
・１基あたり設置費の２分の１、上限35,000円

／甲佐町
（容量200L未満）
・１基あたり設置費の２分の１、上限24,000円

／嘉島町、甲佐町
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■住宅等における雨水浸透施設の設置補助【熊本市、大津町、菊陽町、嘉島町、御船町、甲佐町、益城町の事例】

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～



菊陽中部小学校運動場地下に雨水貯留施設(V=1,986m3)を整備し、放流量
の調整を図っている。
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雨水貯留施設(V=1,986m3)

菊陽中部小

白川

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■校庭貯留施設整備【菊陽町の事例】
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白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～
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・堰板の放流孔を上下二段（３ヵ所）に設置し中小規模の降雨を排水し治水機能を持たせる。
・通常の堰板高より１０㎝高くすることにより一定の治水効果が望める。
・堰板は立野ダムの構造を応用したものである。

位置図

■田んぼ貯留の方法

■田んぼ貯留【南阿蘇村の事例】



○白川流域では、豪雨による山腹崩壊や土石流等に起因する災害から住民の命とくらしを守るた
め、人家等に対する直接的な土砂災害防止及び下流河川の河床上昇に伴う洪水被害の防止を図
ることを目的として砂防事業を実施する。

■砂防堰堤整備等による土砂洪水氾濫対策

砂防堰堤のはたらき

土石流となって流れ出てくる土砂や流木を砂防堰堤でしっかりと受け止
めることで、下流の民家等に被害が出るのを防ぎます。

土砂・流木
被害を防止

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～
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○平成２８年熊本地震・豪雨や、令和２年７月豪雨等により発生した林地崩壊や渓流荒廃を踏まえ、下流への
土砂・倒木の流出を抑制するため、緊急的な治山施設等の整備を実施。

○山地災害が発生した箇所又はおそれのある箇所（山地災害危険地区）等を対象として、土砂の流出抑制や被
災箇所の森林への復旧のため、谷止工や山腹工などの治山対策を実施。また、下流への倒木等の流出抑制の
ため、流木捕捉式治山ダムを設置するなど流木対策を推進。

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■治山事業による土砂や倒木の流出対策【熊本県、熊本森林管理署の事例】
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○森林の有する山地災害防止機能や水源涵養機能等の公益的機能の適切な発揮に向け、山地災害
危険地区や白川・緑川上流域等の森林を主体として、引き続き、間伐等の森林整備を推進。

○また、森林整備を効率的・効果的に進めるため、森林経営管理制度の活用や施業技術の実証・
普及等を併せて実施。

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■森林の有する公益的機能の発揮に向けた森林整備・保全【熊本県・熊本森林管理署・森林整備センター熊本水源林整備事務所の事例】
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流域における対策内容

被害対象を減少させるための対策内容
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■黒川出水危険区域の指定状況、対策実施の事例

○建築基準法第３９条の規定に基づき、一級河川白川水系黒川流域の災害危険区域を指定し、区
域内における建築物の建築を制限することにより、住民等の安全・安心を確保する

施工前

土地嵩上げ施工後
（建築物は建替え）

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■黒川出水災害危険区域の指定【阿蘇市の事例】
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〇まちなか再生プロジェクトは、容積率割増等の３つの取組により、老朽建築物の建替え等を促すとともに、併

せて、空地を生み出すことで災害時の避難・活動空間を確保するなど、災害に強い上質な都市空間を創出。

〇財政支援の取組では、水害時でも建物の機能が確保されるよう、電気設備等の浸水対策※を図ることを条件

としている。 ※浸水想定深以上に、電気設備を配置すること等。 ※R３．２月末時点で５件指定。（建設工事中）

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■中心市街地における、老朽建築物の建替え促進による防災機能の強化【熊本市の事例】
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白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

〇立地適正化計画の策定（防災指針の追加を含む）により、災害リスクを考慮した安全なまちづくりを進める。
〇災害リスク情報（浸水想定区域等）を活用した居住誘導区域の検討。
〇居住誘導区域内では、「防災指針」に基づく、防災・減災対策を検討。

■立地適正化計画の策定(防災指針の追加を含む)【熊本市の事例】

出典元：国土交通省「改正都市再生特別措置法について」
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流域における対策内容

氾濫の軽減、早期復旧・復興のための対策内容
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■統合型ハザードマップを活用した情報発信の例

〇個々のハザードマップを１つにまとめた統合型ハザードマップを令和２年度４月からweb上で公開
〇ハザードマップを活用するための【避難行動判定フロー】を市政だより（６月号）で市民へ配布

熊本市市政だより(6月号)P2
熊本市統合型ハザードマップ

■統合型ハザードマップを活用した情報発信【熊本市の事例】

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～
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■洪水・土砂災害
ハザードマップの
作成状況

○白川流域である大津町の中部・南部地区において、洪水・土砂災害ハザードマップを作成

○町民の方々に非常時避難に利用してもらう

白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

■洪水・土砂災害ハザードマップづくり【大津町の事例】
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白川水系流域治水プロジェクト
～上流から河口まで一本でつながる治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

位置図

白川水系
作成予定河川

白川水系

【作成例】白川の浸水想定区域図（想定最大規模）

No. 河川名 No. 河川名 No. 河川名
1 両併川 6 西岳川 11 黒戸川
2 冬野川 7 今町川 12 原尻谷川
3 鳥子川 8 東岳川 13 渋谷川
4 乙姫川 9 宮川 14 大畑川
5 花原川 10 古恵川

鳥子川

大畑川

渋谷川

原尻谷川 冬野川

両併川

乙姫川

黒戸川

西岳川

花原川 宮川

古恵川
東岳川

白川

黒川

■ ：県管理区間（作成済み）
■ ：作成対象
■ ：国管理区間

○白川水系の洪水浸水想定区域図（想定最大規模）について、水位周知河川２河川は作成済み。

○その他白川水系県管理河川（１４河川）についても、洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の
作成を進め、土地のリスク情報の充実を図る。

■洪水・土砂災害ハザードマップ土地のリスク情報の充実（浸水想定区域図の作成【熊本県事例】
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